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謹千綿蕪
開渠排水は、其高分ケツの1週間前から落
水期まで実施

昭
和
四
十
一
一
年
度
稲
作
近
代
化
運
動
日

秋
ウ
ン
カ
・
枝
梗
イ
モ
チ
病
を
警
戒

～
田
廻
り
運
動
を
展
開
し
ょ
う
～

今
年
の
稲
作
は
班
砧
ま
で
の
と
こ
ろ

順
調
な
華
南
姦
し
て
お
り
ま
す
が
、

台
風
シ
ー
ス
ン
の
訪
れ
と
共
に
各
椰
溝

雷
虫
の
激
発
も
予
想
さ
れ
ま
す
‥
か
ら

「
出
廻
運
動
」
を
一
発
に
行
な
い
今
後

の
肥
培
管
謀
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お

問
い
し
ま
す
。

ル
ー
I
　
台
風
対
第

－
台
風
鷲
に
つ
い
て
は
イ
丞
年
商

二
　
時
期
や
風
速
、
風
向
な
ど
に
よ
り
興

り
ま
た
、
雨
量
の
増
加
に
よ
っ
て
通

水
被
告
も
十
分
考
え
与
れ
ま
す
。

ま
た
台
風
通
過
後
清
書
虫
の
発
生
防

止
や
水
利
調
整
な
ど
次
の
対
策
が
必

撃
C
あ
り
」
ず
。

の
　
ま
ず
台
風
の
磁
束
と
共
に
風
速
が

強
く
な
れ
は
イ
ネ
の
ゆ
れ
と
倒
伏
を

防
く
た
め
深
束
に
し
ま
す
。
し
か
し

台
風
通
過
後
は
急
激
な
落
水
は
禁
物

で
除
々
に
減
水
し
ま
す
。

㈲
∴
雨
竜
の
程
度
如
何
で
は
水
星
調
整

（
湖
の
干
講
な
ど
も
加
味
し
て
）
の

た
め
樋
門
の
闘
闇
を
迅
速
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
部
落
の

水
利
標
の
方
は
適
切
に
取
計
い
廟
い

ます。

㈲
　
台
風
通
過
後
田
楽
杵
柄
や
秋
ウ
ン

カ
（
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
）
が
多
発
生

し
ま
す
か
ら
田
廻
り
を
し
て
早
期
発

見
に
努
め
発
坐
の
徴
こ
う
が
お
れ
ば

遼
か
に
防
除
し
ま
す
。

Ⅱ
　
病
害
虫
防
除
対
策

の
　
今
後
の
薯
虫
と
し
て
は
二
化
メ
イ

虫
2
匹
代
（
喰
入
山
）
、
秋
ウ
シ

カ
、
コ
フ
ノ
メ
イ
ガ
、
ア
ワ
ヨ
ト
ウ

な
ど
が
お
り
圭
㌔

こ
の
う
ち
コ
フ
ノ
メ
イ
ガ
は
北
都

九
州
一
門
に
大
発
坐
し
て
お
り
、
ま

た
秋
ワ
ン
カ
に
つ
い
て
も
生
鮮
の
温

度
塞
亮
が
大
き
い
程
秦
虫
」
す
る

率
が
高
く
な
°
、
メ
イ
点
に
し
て
も

秋
季
の
乾
燥
が
続
け
ば
多
発
し
ま
す

か
ら
海
域
の
手
斉
ゆ
ー
ゐ
あ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

一
方
痛
言
に
お
い
て
も
校
規
イ
モ

チ
轟
な
ど
の
変
色
穂
や
目
薬
相
席
が

今
後
の
防
除
対
葉
と
し
て
考
え
ら
れ

ます。

㈲
∴
右
の
痛
雷
虫
防
除
時
期
と
し
て
は

ア
、
九
月
十
吾
鼻
面
心
と
し
た
粗

描
期
に
S
B
水
銀
粉
剤
ま
た
は
枝
梗

イ
モ
チ
（
含
む
変
色
穂
）
の
単
独
防

除
と
し
て
水
銀
粉
剤
の
ど
ち
ら
か
で

防
除
し
ま
す
。
（
撒
律
握
は
十
ア
ー

ル
当
り
四
キ
ロ
）

準
：
水
銀
剤
の
使
用
は
今
年
圭
C
で

明
年
か
ら
は
使
用
不
可
と
な
り
ま

す
か
ら
念
の
た
め
申
し
添
え
ま

す。
ィ
、
九
月
中
旬
か
ち
十
月
上
旬
に
か

け
て
秋
ウ
ン
カ
、
コ
フ
ノ
メ
イ
カ
を

対
象
に
S
B
粉
剤
（
ス
ミ
ナ
ッ
ク
）

ま
た
は
B
H
C
（
三
劣
）
粉
剤
を
反

当
り
四
キ
ロ
故
布
し
ー
話
す
。
（
発
盆

期
間
が
長
期
に
手
荒
全
面
の
防

除
も
必
要
と
な
り
ま
す
）

ウ
、
ナ
ウ
ヨ
ト
ウ
の
常
鎚
発
菊
地
に

お
い
て
は
れ
月
中
旬
以
降
に
常
葉
沌

有
機
隣
刺
（
E
P
N
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
粉
剤
）
を
被
れ
し
辛
㌔

工
、
二
化
メ
イ
虫
の
輿
雷
に
よ
る
楽

騎
変
色
茎
（
自
慰
）
の
除
去
は
九
月

二
十
日
頃
圭
C
に
済
ま
せ
ま
す
。

個
、
メ
イ
虫
多
発
地
帯
に
於
い
て

は
幼
虫
分
故
防
止
の
た
め
潮
水
期
間

を
避
妊
さ
せ
る
こ
と
も
対
策
の
一
つ

で
す
。
（
落
水
絞
メ
イ
虫
の
紫
嘉

幌
延
し
た
例
が
あ
り
ま
す
）

防
除
方
法
と
し
て
は
、
夕
刻
の
無

風
な
帖
を
遊
び
十
ア
ー
ル
当
り
粉
剤

で
囲
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
む
ら
な
く
粒
元

を
主
体
に
波
布
し
志
す
。
従
っ
て
接

種
イ
モ
チ
（
変
色
穂
）
の
単
独
防
除

以
外
は
パ
イ
プ
タ
ス
タ
ー
は
除
外
し

ノ
ー
ス
ル
式
に
切
り
放
－
違
J
散
布
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ⅲ
　
水
管
理

水
を
た
め
放
し
に
し
ま
す
と
釈
腐
れ

を
お
こ
し
語
数
が
悪
く
な
り
毒
づ
。

で
す
か
ち
申
干
し
や
間
断
減
水
な
ど

で
肥
効
を
調
節
す
る
と
共
に
根
の
地

盤
を
砧
め
る
こ
と
が
大
切
で
一
㌔

と
こ
ろ
が
今
年
は
こ
承
知
の
よ
う
に

各
地
に
か
ん
ば
つ
が
発
生
し
∵
中
間

部
で
は
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す

か
ら
極
力
飾
水
栽
培
を
お
用
い
L
J
㌫

す
。
ま
た
水
の
充
分
あ
る
と
こ
ろ
で

は
穂
揃
後
は
必
ず
し
も
海
水
の
喜
べ

ば
あ
り
ま
せ
ん
ら
間
断
離
水
で
根
の

触
媒
崖
に
努
め
て
m
き
ま
す
。

肥施理処水

月

月

月

一

月

月

見

少
標
多
－
少
棚
多

面
中
一
高
利

常
時
一
明
胡
一
堂

浅
木
校
防
音
改
築
国
庫
補
助
内
定

山
手
線
道
路
舗
装
事
業
も

か
ね
て
か
ち
の
婿
嚢
と
し
て
国
に
対

し
要
望
し
て
い
ま
し
た
茂
木
小
学
校
の

防
音
改
組
工
頂
に
つ
い
て
、
去
る
八
月

中
旬
、
駒
衛
庁
か
ら
園
薙
補
助
事
業
と

し
て
の
内
定
通
知
が
あ
り
、
昭
和
4
2
年

度
、
4
3
年
度
二
ヶ
年
継
続
肇
境
と
し
て

5
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
率
で
専
業
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
で
は
早
速
、
即
費
冊
蚕
の
た
め
ボ

ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
現
在
零
相
設
計
膏

を
作
成
史
C
す
。

な
お
誼
式
な
補
助
決
定
が
な
い
と
本

年
度
の
曽
薬
概
婆
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
1
2
月
ま
で
に
は
第
一
期
工
事
に
討

手
す
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
で
浅
木
校
も
4
3
年
度
末
ま
で
に

は
途
中
、
高
門
般
同
様
に
二
階
建
の
般

筋
防
音
校
舎
が
完
成
す
る
こ
と
で
し
ょ

う。

次
に
園
に
対
す
、
金
型
坤
言
質
の
一
つ

で
あ
っ
た
山
手
線
通
船
の
鍾
拳
詰
・
の

岡
崎
補
助
が
決
定
し
、
第
一
期
工
事
と

し
て
若
松
部
落
隻
茹
社
的
近
か
ら
兜

津
に
登
る
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
巾
五

・
五
メ
ー
ト
ル
で
舗
装
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
9
月
末
に
は
工
再
入
札
の
予
定
で

す。

Ⅳ
　
美
　
服

実
胆
に
つ
い
て
は
糀
揃
期
（
九
月

十
五
日
前
後
）
に
築
幕
の
成
空
中
で

十
ア
ー
ル
当
り
一
・
台
～
二
キ
ロ
ク

ラ
ム
琵
度
（
珠
玉
C
二
～
門
キ
ロ
）

施
す
わ
け
で
す
が
、
は
じ
め
か
ち
計

面
的
に
こ
の
時
期
に
葉
色
が
落
ち
ろ

よ
う
な
裁
増
法
の
場
合
に
効
果
が
大

き
く
、
反
対
に
葉
色
が
沈
積
の
持
合

は
効
果
が
な
い
よ
う
で
す
。
従
っ
て

今
後
の
天
候
と
脱
核
」
と
の
色
合
い

な
ど
加
味
し
て
施
肥
の
蒙
杏
或
は
‥
山

の
加
減
を
す
べ
き
で
す
。



あとつざの家族計画

0　　1　　2∴∴∴3（人〉4

将来もちか、子供数

2（人）1　　0

滅．在の子便数

Pj　　　撒　　　　○○　　　　′V∴∴∴∴Aル 博行猿轡．°月u｝竿7．4利昭

あ
と
つ
ぎ
の
生
活
環
境

改
善
希
望
と
家
族
計
画

農
村
の
生
活
環
境
改
哲
は
、
生
産
や

収
益
の
増
加
と
と
も
に
軟
投
な
こ
と
で

あ
る
が
、
特
に
住
憲
進
の
改
遂
に
対

す
る
希
望
は
、
五
±
パ
ー
セ
ン
ト
と

布
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
猿
楽
施
設
、
作
薬
甥
等
の
改
詮

も
、
希
望
が
強
い
よ
う
で
す
。

つ
き
に
家
挨
計
画
を
み
ま
す
と
、
現

在
の
子
供
数
の
平
均
は
一
・
一
人
で
あ

る
が
、
将
来
も
ち
た
い
子
供
数
の
平
均

は
、
二
・
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
親
子
五
人
と
、
こ
れ
に
両
親
を
加

え
た
、
家
族
計
画
奮
え
て
い
る
よ
う

です。し
か
し
な
が
ら
、
昔
か
ら
の
鹿
家
の

大
震
族
主
義
は
、
ま
だ
お
る
て
い
ど
残

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
別
図
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
経
済
地
帯
別
に
は
部
市
か

ら
運
さ
か
る
に
つ
れ
て
、
経
営
耕
地
規

殺
別
に
は
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、
子
供
の
数
を
多
く
望
む
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

理
林
省
神
岡
統
計
調
禿
事
務
所

北
九
州
揖
両
地
匿
調
練
官

金
　
子
　
彦
　
二

蜜
器
田
園
闘

豊
熟
歩
合
と
収
量

鷺
歩
合
（
会
組
数
の
う
ち
、
比
重

÷
〇
六
で
沈
む
激
数
の
割
合
）
は
、

イ
ネ
が
煙
蟻
で
言
…
穂
後
好
天
候
が
つ

づ
き
、
台
風
や
洒
薯
虫
な
ど
が
な
け
れ

ば
九
〇
％
前
後
に
な
る
の
か
普
通
で

す。
し
か
し
結
語
虫
や
杖
腐
れ
・
過
躾
茂

（
護
紫
過
多
）
な
ど
で
六
〇
％
以
下
に

下
る
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
、
発
熱

歩
合
の
高
低
で
収
把
の
臆
が
い
ち
じ
る

し
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

か
り
に
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
明
方

粒
の
籾
撃
雪
げ
た
瑚
合
、
計
錐
上
で

は
十
ア
ー
ル
（
一
反
歩
）
当
り
八
草
キ

ロ
の
多
収
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
共
膝

に
は
せ
い
ぜ
い
五
亙
～
六
百
キ
ロ
の
玄

米
し
か
と
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
た
が
っ
て
護
熟
率
は
六
五
－
七
十

劣
程
度
の
低
さ
で
す
が
、
露
頭
歩
合
を

子
弟
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
八
十
キ

ロ
～
九
十
キ
ロ
の
増
収
と
な
り
ま
す
か

ら
、
今
後
の
稲
作
栽
培
で
は
高
位
収
蛍

を
確
保
す
る
条
件
と
し
て
墓
誌
歩
合

を
如
何
に
諦
め
る
か
に
そ
の
成
否
が
か

か
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

引
き
揚
者
特
別
交
付
金
の

講
求
書
受
付
に
つ
い
て

今
に
よ
り
次
表
の
と
お
り
匪
分
さ
れ
て

引
馨
の
皆
さ
ん
。
今
般
引
提
老
翁

に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
受
給
に
関
す

る
法
律
が
昭
和
後
年
8
月
1
日
に
公
布

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
昭
和
3
2
年
施
行
さ
れ

ま
し
た
引
窃
著
給
付
金
支
給
法
に
よ
く

似
た
法
律
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
き
の
給

付
金
の
糖
合
は
援
護
的
性
格
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
今
回
の
法
縁
は
所
謂
在
外

財
産
の
補
償
問
題
に
輔
を
発
し
た
も
の

で
、
こ
の
点
国
に
法
緋
上
の
補
償
義
務

が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
引
揚
者
の

か
た
が
敗
戦
に
よ
り
外
地
に
お
い
て
長

い
間
つ
ち
か
っ
た
財
産
の
ほ
か
に
生
活

蔑
む
う
え
で
の
舷
も
瑳
本
と
な
る
支

え
ま
で
も
一
切
失
っ
た
と
い
う
特
典
陸

か
ら
み
て
、
園
と
し
て
は
特
別
の
政
策

的
謎
を
離
ず
る
こ
と
に
な
り
、
今
般

こ
の
よ
う
な
特
別
交
付
金
を
受
給
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
こ
の
法
律
で
は
、
前
回
の
給
付
金

の
と
き
規
鯛
さ
れ
て
い
た
所
得
鮒
眼
等

の
雑
観
は
な
く
な
り
、
外
地
に
終
戦
ま

で
引
続
き
一
年
以
上
生
活
の
本
拠
奏
者

し
て
い
た
∴
㈲
引
揚
者
∴
㈲
昭
和
餓
年

7
月
3
1
F
i
I
以
前
に
死
亡
し
た
引
揚
者
の

遺
族
∴
㈲
引
絨
商
死
亡
者
の
遺
族
が
対

句
諾
と
な
り
ま
す
。

本
特
別
交
付
金
の
支
給
額
は
終
戦
時

（
南
方
関
係
者
は
政
令
磐
肯
）
の
年
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ま
た
、
外
地
に
終
戦
口
ま
で
引
続
き
八

年
以
上
生
活
の
本
拠
を
肴
し
て
い
た
巷

は
、
さ
ら
に
壱
万
円
（
遺
族
の
甥
合
は

七
千
円
）
の
加
算
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

遺
族
の
範
囲
は
死
亡
者
の
死
亡
当
時

に
お
け
る
配
偶
者
（
確
実
縛
を
含
む
）

子
、
父
母
、
孫
に
限
定
さ
れ
、
さ
き
の

引
洩
著
給
付
金
の
場
合
認
め
ら
れ
て
い

た
兄
弟
、
姉
妹
（
短
評
同
一
）
は
今
回

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
創
約
が
あ
り

引
揚
者
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
者
で

も
無
条
件
に
今
回
の
特
別
交
付
金
か
支

給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
の
恵
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
新
た
に
申
し
一
皮
や
、

そ
の
立
証
等
が
必
婁
と
な
り
ま
す
。

な
お
引
揚
者
給
付
金
を
受
給
（
謝

求
）
し
て
い
な
い
者
で
も
今
田
の
特
別

交
付
金
に
つ
い
て
は
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
詳
細
な
請
求
手
漉

き
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
点
が
法
律
の
瓶
類
で

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場

住
民
繰
社
会
係
に
て
お
世
話
し
ま
す
。

時
効
は
、
昭
和
4
5
年
3
月
3
1
日
ま
で

請
求
野
の
受
付
闘
始
は
4
2
年
1
0
月
中
旬

の
予
定
で
す
。
爾
中
旬
頃
説
明
会
を
い

た
し
ま
す
が
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。



ニー交通事故防止のために一

ルルの轍

〝
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〟

9
月
1
5
日
遠
賀
町
敬
老
会
が
遠
賀
中

学
按
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
栖

同
県
知
境
か
ら
左
記
の
方
々
に
対
し
受

難
を
祝
し
て
記
念
岬
が
贈
ら
れ
ま
し

た。村
田
マ
ツ
ノ
（
九
四
）
高
揚
工
兵
九
四
）

久
野
ヨ
シ
（
九
旧
）
山
振
初
男
（
九
回
）

諦
簾
タ
ミ
（
九
三
）
松
本
ユ
キ
ノ
（
九
三
）

紫
朗
キ
ン
（
九
二
）
白
木
ヒ
サ
（
九
一
）

厳
的
宗
八
（
九
〇
）
河
野
キ
ヲ
（
九
〇
）

一
曲
タ
ケ
ノ
（
八
九
）
二
村
フ
シ
）
八
九
）

井
村
チ
ヨ
（
八
九
、
l
美
野
ウ
メ
ノ
（
八
九
）

平
野
線
五
葉
八
八
）
副
出
サ
ギ
ノ
（
八

八
）
　
　
　
　
　
　
（
　
）
は
串
令

以
仁
1
6
名

り
の
方
は
、
ご
利
用
き
れ
ま
す
よ
う
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
9
月
2
5
日
（
月
）
9
時
～

17時

一
、
場
所
　
小
倉
は
同
町
三
七
三

労
働
会
館
（
五
庵
百
貨
店

擾）

－
接
着
人
名
置
　
　
　
　
－

1
－
i
 
i
i
i
I
i
定
時
登
録
者
名
簿
縦
覧

〝
み
ん
な
で
明
る
い
老
後
を
〟

i
i
I
i
第
1
7
回
老
人
福
祉
巡
閲
1
1

老
後
の
生
活
を
明
る
く
、
ゆ
た
か
な
も
の
に
す
′
貴
め
、
す
べ
て
の
人
が
こ

ぞ
っ
て
こ
れ
に
偶
力
し
、
平
和
な
託
娃
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
　
9
月
鳩
目
～
9
月
2
1
日
（
7
日
間
）

タ
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
〟

9
月
3
0
日
に
遁
世
町
選
挙
人
名
簿
に

譜
潰
さ
れ
ゑ
蒜
署
名
簿
を
次
の
と
お

り
灘
批
し
ま
す
。

今
回
叢
鎖
さ
れ
る
方
は
、
9
月
1
日

ま
で
に
登
録
的
親
を
さ
れ
た
人
で
迷
賞

町
に
6
月
1
日
か
ら
引
続
き
三
ケ
月
居

「
親
水
瞳
の
パ
ッ

住
し
て
い
る
人
お
よ
び
9
月
1
日
で
潤

才
2
0
に
逢
し
た
人
が
藷
当
し
点
す
。

一
、
縦
覧
期
間
　
9
月
n
n
～
9
月
2
1

日
毎
日
年
前
8
時
3
0
分
－
牛
後
5
時

「
場
所
　
送
質
印
綬
埋

ン
　
グ
∴
は
．
・
：
…
…

手
軽
な
修
理
道
具
を
斡
旋
中
　
－

述
門
町
婦
人
会
で
は
次
の
L
L
お
り
愛

の
献
血
速
効
を
実
施
し
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

「巳

、
日
時
　
9
月
2
8
日
　
1
0
時
～
1
6
時

、
場
所
∴
遠
賀
町
公
民
館

当
日
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
迎
え
に
行
き

ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

9
時
0
0
分
　
島
津
稲
（
堂
塔
寺
側
）

ク
　
4
0
分
　
若
松
公
民
館
刑

ク
　
5
0
分
　
鬼
建
公
民
館
飴

1
0
鴫
0
分
　
尾
幡
公
民
館
前

ク
∴
0
0
分
　
千
代
丸
バ
ス
停

ク
　
3
5
分
　
遠
賀
中
学
校
登
り
ロ

ク
　
4
0
分
　
今
品
質
バ
ス
停

日
時
0
分
　
島
国
縞

ク
∴
m
分
　
広
渡
バ
ス
停

1
3
時
0
分
　
老
艮
公
理
飴
前

1
3
時
1
5
分
　
東
町
末
永
博
暗
前

ク
　
2
0
分
　
虫
生
洋
バ
ス
停

ク
　
2
5
分
∴
浅
木
神
桂
刑
ハ
ス
伴

ク
　
3
0
分
－
浅
木
田
ツ
角

1
4
時
0
分
　
花
田
橋
（
士
別
魔
側
）

ク
　
1
5
分
　
木
守
バ
ス
停

交
通
哩
敏
防
止
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
の
と
に
も
社

会
闇
題
と
し
て
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
依
然

と
し
て
全
国
各
地
で
交
通
事

故
が
相
つ
い
で
お
こ
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で

あ
り
ま
す
。

選
彊
者
が
ち
ょ
っ
と
注
慈

す
れ
ば
未
然
に
防
止
で
き
る

交
通
秘
技
も
少
く
あ
り
ま
せ

ん。
折
尾
警
察
茎
C
は
、
バ
イ

ク
、
自
椋
垂
に
乗
る
と
き
は

特
に
次
の
点
秦
意
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
か

ら
、
一
人
一
人
か
注
意
し
て
交
通
疎
放

防
止
の
た
め
と
協
力
く
だ
さ
い
。

⑥
パ
イ
ク
に
つ
い
て

△
ツ
ツ
カ
ケ
、
ス
リ
ッ
パ
ー
雁
で
運
転

し
な
い
こ
と
。
（
摘
股
の
あ
る
も
の

は可）

△
二
人
乗
り
の
場
合
の
繊
乗
り
禁
止

必
ら
ず
跨
っ
て
乗
る
こ
と
。

△
片
手
進
睦
の
禁
止
（
金
さ
し
逆
転
な

ど）
△
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
で
き
る
た
け
か
ぶ
る

こと。

⑥
自
懸
軍
に
つ
い
て

△
二
人
乗
り
の
禁
止
。

△
片
手
遅
寝
の
禁
止
（
傘
さ
し
・
物
持

ち
な
ど
）

△
夜
間
の
無
灯
火
運
転
を
し
な
い
こ
と

▽
左
側
通
行
の
励
行
。
（
日
程
垂
の
右

側
通
行
が
頻
繁
に
見
う
げ
ら
れ
る
が

必
ず
左
側
を
通
行
す
る
こ
と
）

韓
日
の
パ
ッ
キ
ン
ク
は
高
く
な
っ
て

傷
み
霊
乞
J
、
水
も
れ
が
起
り
圭
㌔

こ
の
債
増
は
翻
蝉
に
正
せ
－
P
e
の
で
す

か
ら
、
葦
燈
に
修
羅
道
具
を
用
慮
さ
れ

て
、
席
さ
」
－
毒
手
で
パ
ッ
キ
ン
ク
の
取

替
え
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
奨
め
す

る
こ
し
た
し
ま
し
た
。

実
施
日
の
水
洩
れ
は
不
愉
快
で
す
し
、

僧
の
先
の
太
さ
の
水
弛
れ
で
も
一
ケ

月
に
は
ェ
0
材
の
ム
ダ
な
水
が
流
れ
て

不
経
姿
C
す
。

…
栄
パ
ッ
キ
ン
グ
取
替
え
の
修
増
鰭
は
、

一
極
だ
け
の
L
J
き
7
0
円
、
遠
方
で
は

…
円
か
か
り
ま
す
。
こ
の
批
用
は
水

道
工
邦
人
の
手
間
代
が
主
で
す
。

◎
手
怪
な
僅
黒
岩
寿
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
の
で
是
非
末
座
に
備
え
つ
け
ら
れ
ま

す
上
う
ー
…
・

経
理
道
具

小
浦
易
ス
パ
ナ
ー
（
鎮
魂
庖
鈴
メ
ッ

キ）
㈲
直
水
柱
開
聞
キ
ー
（
ビ
ニ
ー
ル
毯

園長価
楕
一
組
　
九
〇
円

申
込
先
　
役
場
土
木
謹
水
道
係

注
恵
∴
蛭
田
パ
ッ
キ
ン
グ
の
枚
替
え
以

外
の
水
道
修
理
は
硝
薬
捕
り
役
場
又

は
指
定
水
道
工
事
居
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

交
通
事
故
相
談
所
の
開
設

福
岡
県
で
は
、
交
通
事
故
硬
聖
者
救

済
対
策
を
通
点
と
す
る
頼
昏
賠
償
問

題
、
要
塞
問
題
等
に
係
る
諸
般
の
問
題

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
る
た

め
次
の
と
お
り
一
口
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
問
題
で
お
園

補
間
県
防
犯
砲
金
連
合
会
で
は
歳
末

防
犯
運
動
に
ち
な
ん
だ
防
犯
薫
ス
タ
ー

を
次
の
装
飾
で
轡
墨
護
し
て
お
り
ま

す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
諜
脳
　
般
束
防
犯
遜
動
の
広
報
に

利
用
で
き
る
も
の
で
、
防
犯
慮
欲

の
高
揚
に
役
立
つ
も
の
。

二
、
規
格
　
B
2
版
（
智
の
曽
×
『
浅

尊
）
の
画
用
紙
を
使
用
し
、
五

－
－
．
…
．
I
I
ズ
三
重
，
i
＝
…
，
－
、
三
．
－
－
…
．
．
I
t
．
，
ご
＝
！

…

ご

寄

附

御

礼

…
∴
次
の
方
々
か
ら
町
社
会
禰
祉
鴇
磁

…
会
に
対
し
、
ご
諦
附
を
い
た
だ
き
ま

…
し
た
煙
く
お
礼
脅
し
上
げ
る
と
と

…
も
に
、
つ
つ
し
ん
で
故
人
の
ご
冥
福

…
を
お
祈
り
し
ま
す
。

龍

一
、
金
壱
封

色
以
内

三
、
姿
格
　
語
間
県
鳥
で
男
女
、
年
令

は
問
わ
な
い
。
応
募
数
制
限
無
。

四
、
締
切
り
　
昭
和
餓
ヰ
1
0
月
3
1
日

五
、
送
り
先
∴
福
岡
唱
聾
察
本
部
内

続
開
県
防
犯
偏
食
連
合
会

六
、
そ
の
他
　
ポ
ス
タ
ー
寝
血
に
住
所

氏
名
年
令
職
業
率
甥
記
の
こ
と
。

※
高
譲
作
品
の
版
種
は
嘉
薯
に
帰
規

する。

放
下
漢
詩
様
喬
理
返
し
と
し
て
…

尼
騎
　
下
津
一
成
殿
∴
∴
∴
m

「金蒜　　　　　　－
故
触
細
加
代
子
機
番
輿
返
し
　
－

展
回
　
申
霜
廿
霊
殿
∴
∴

一、禽箋　　　　　－

故
畑
珪
リ
ン
栄
典
輿
し
　
　
一

尾
崎
　
畑
生
穂
凋
搬
　
　
－
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該当者　40才以上－60才未満

酸
類
者
慰
霊
祭
の

お
し
ら
せ

昭
和
4
2
年
度
遠
賀
町
主
催
の
搬
数
寄

擾
蓑
を
次
の
と
お
り
奨
鹿
の
子
定
で

す
か
ー
巧
お
し
ら
せ
し
圭
タ
。

一
、
目
脂
　
1
0
月
5
日
　
午
前
ュ
0
時

一
、
場
所
　
繁
華
前
（
途
中
校
庭
）

：
余
興
　
万
才
、
浪
刷
、
詳
細（予定）

衛
生
だ
よ
り

例
年
の
と
お
°
、
秋
の
定
知
子
臨
終

楢
、
乳
児
検
診
磐
レ
成
人
病
羅
診
な
ど

孝
次
の
要
領
で
実
施
し
志
す
の
で
、
お

互
い
に
鮭
巌
を
維
持
し
、
明
－
ん
い
生
活

を
亭
＼
ふ
た
め
に
も
是
非
受
準
え
ま

す
よ
う
お
し
ー
均
せ
し
ユ
タ
L

O
乳
児
一
斉
検
診

日
時
　
9
月
1
8
日
　
1
3
時
～
1
4
時

堪
所
　
造
門
間
公
艮
餌
勅
勘

該
当
見
∴
本
章
8
月
3
1
日
で
溝
一
才
末

満
の
諸
。

※
今
月
は
匪
師
の
都
合
で
牛
後
に
実
施

し
ま
す
一
が
1
0
月
か
ら
は
従
来
と
お
り

午
前
中
に
実
施
し
ま
す
。

○
定
期
予
防
接
種

9
月
1
9
日
　
百
日
セ
キ
、
チ
フ
チ
リ
ヤ

混
合
（
第
1
回
）

該
当
児
∴
牛
後
3
ケ
月
～
1
2
ケ
月

ュ
0
月
3
日
　
椰
清

該
当
児
　
生
後
2
ケ
月
～
1
2
ケ
月

ュ
0
月
Ⅱ
日
　
高
〓
セ
キ
、
ヂ
フ
チ
リ
ヤ

淀
へ
二
筋
2
回
）

調
川
3
1
日
　
ク
　
（
第
3
回
）

該
当
兄
∴
生
／
梗
3
ケ
月
～
1
2
ケ
月

場
所
お
よ
び
的
間

い
ず
れ
も
違
賞
町
公
民
鎚
ホ
ー
ル
で

牛
蒔
1
時
か
ち
牛
後
3
時
圭
L

O
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

日
時
　
1
0
月
2
5
日
　
1
3
時
～
1
4
時

場
所
　
遠
出
町
公
民
餌

該
当
氾
∴
溝
．
才
未
満
の
寄
主
だ
一

同
も
捜
雪
雲
詣
て
い
な
い
も
の

お
吉
び
一
回
捜
与
を
つ
け
た
も
の

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種

n
月
上
旬
実
埋
十
定

○
定
期
就
学
前
卒
業
前
予
防

接
種

来
年
度
小
善
嵩
一
年
お
よ
び
中
学

校
一
年
に
入
学
す
る
巻
を
対
魚
と
し

て
n
月
上
旬
実
施
の
予
定
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
税
の
知
識
④

求
人
案
内

◎
運
転
手
及
び
助
手
募
集

一
、
求
人
尾
　
行
旧
套
黒
磐
＝
逗
昭

一
、
城
神
及
び
人
口
中

大
型
嵩
熊
手
　
煩
く
＝

章
聖
書
苦
手
∴
数
名
l

助
　
手
∴
∴
∴
∴
敷
金

一
、
－
震
∴
震
年
嵩
問
わ
な
い
が

染
筆
真
書
水
窪

待
遇
∴
面
談
の
上
決
定

そ
の
他
　
弛
会
保
険
、
失
薬
保
険

の
側
度
あ
り
。

◎
看
護
想
募
集

一
、
求
人
先
　
水
誉
酬
十
二
引
舟

運
鎖
中
闇
医
師
会

四
国
一
諸

資
　
格
　
年
金
一
十
五
才
ま
で

珂
考
先
　
日
問
詰
肉
の
陸
陳

星
　
間
「
面
談
の
土
煙
迅
す
る

木
月
楳
唇
一
所
得
に
閃
す
ら
税
に
つ
い

て
正
し
い
申
告
を
し
て
頂
く
た
め
に
婁

点
を
お
知
ら
せ
し
」
青
。

1
標
l
高
湿
署
に
対
す
冨
精
方
法

個
々
に
わ
た
っ
て
白
色
申
告
を
し
て

阜
っ
こ
と
が
等
こ
い
が
Ⅲ
状
で
は
、

そ
の
方
藻
が
椋
華
－
」
閤
隻
C
字
あ
で

水
稲
、
裏
作
、
野
薬
用
の
平
均
1
0
ア
ー

ル
当
（
皮
当
）
頼
経
‥
、
諸
招
賞
を
判

定
す
る
た
め
に
撮
語
詔
、
町
、
基
面

体
の
星
雲
碧
笑
え
て
∴
雪
あ
ー
悠
質

料
を
検
討
し
確
立
の
上
ュ
0
ア
ー
ル
収
穫

（
反
収
）
諸
洛
費
キ
持
出
し
て
犠
所

得
課
狂
を
作
成
亨
雪

そ
の
所
得
樟
卑
（
4
1
半
舷
木
精
1
0
ア

ー
ル
当
収
税
高
（
反
収
）
川
〇
、
五
五

一
日
）
に
耕
作
而
樋
を
乗
じ
一
－
」
得
た
徴

か
－
七
六
歳
ロ
ー
等
の
特
別
彊
空
等
t
引

い
て
個
人
別
の
課
業
所
得
金
銅
丸
帯
許

し
、
そ
の
所
持
／
（
i
郷
に
税
率
毒
薬
じ
て

得
た
も
の
が
槌
－
霜
得
の
帥
県
民
税
で

事
の
り
ま
い
乱
i
I
i
I
！
i
－
－
～
）
）
－

2
田
畑
の
耕
作
副
癌
及
び
所
有
大
農
‖
（

の
異
動
に
つ
い
て
申
告
し
て
下
さ
い

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毎
年
役
場

税
務
係
宛
に
席
亭
を
し
て
頂
く
よ
う
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
万
が

買
勅
に
開
享
有
申
告
を
怠
二
J
お
ら
れ

課
税
後
に
申
し
出
－
の
れ
ん
た
め
税
務
中

沼
に
多
大
亭
ん
安
置
を
来
た
し
て
い
る

の
で
国
吉
棚
板
冬
服
守
し
て
卜
さ
い
。

な
お
異
聞
の
な
い
方
で
も
左
記
に
よ

二
」
耕
作
面
杭
及
び
所
有
大
農
〓
（
毛
筋

課
し
て
く
だ
さ
い
。

記

T
、
耕
作
山
根
及
び
所
有
天
農
具
の
異

動
品
出
先
及
び
様
葦
う
・
～
期
間

彼
星
視
書
信
締
　
出
帖
神
聖
－
9
月

蚕
∴
ク
　
ュ
2
月

ィ
、
烈
逗
擁
樵
に
譲
当
丁
・
金
大
農
真

動
力
擁
う
ん
塞
黒
鳥
肩
に
使
用
す

・
不
日
用
言
（
唇
訪
中
一
笑
高
む
）

ト
レ
ー
ラ
ー
∴
高
燥
撤
、
生
母

ウ
、
所
在
極
の
移
転
を
さ
れ
て
も
耕
作

桁
の
理
動
と
は
撮
り
ま
せ
ん
の
で
実

際
に
耕
作
南
和
が
買
動
し
た
分
を
甲

脅
し
て
く
だ
さ
い
。

工
、
費
用
、
借
料
に
つ
い
て
貴
利
が
あ

っ
た
分
に
つ
い
て
も
前
記
期
間
内
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

オ
、
期
限
内
に
異
動
申
告
を
怠
っ
た
方

は
、
そ
の
鼓
動
を
謹
め
ま
せ
ん
の
で

申
し
漆
－
書
手
。

●
－
r

マ
ー
ク
ス
工
業
株
式
会
社

〝
従
業
員
募
集
〟

兼
ね
て
売
り
値
葉
肉
旧
し
上
げ
一
－
し
お

り
志
し
た
、
本
町
同
が
用
土
眉
間
帆
に

八
幡
硬
叛
所
在
州
営
業
所
の
量
計
施
工

に
卜
占
聖
期
予
定
工
理
の
建
諒
が
順

調
に
進
み
九
月
中
旬
よ
り
漂
樟
鯨
値

等
の
据
付
が
行
な
わ
れ
十
月
か
ら
粟
へ

が
出
船
さ
れ
ー
詰
ま
に
な
っ
て
お
°
ま

す
ぐ
木
工
“
弓
は
本
町
に
新
し
′
∴
詰
ざ

れ
る
T
宮
で
既
に
町
内
の
方
で
L
I
八

窯
空
音
需
和
工
理
で
の
技
術
見
習
の

過
程
を
経
て
九
月
中
下
旬
に
は
帰
郷
し

苅
工
塙
の
発
起
に
そ
な
－
オ
雪
」
と
に
な

っ
て
お
り
志
す
。
翫
工
男
の
発
足
に
半

り
左
記
の
し
嘉
り
従
実
員
の
ー
＝
藁
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

一
、
本
社
所
在
地
　
東
京
部
落
区
画
新

柄
二
丁
目
三
二
番
八
号

二
、
代
表
取
締
役
　
錘
苅
太
一
雄

三
整
比
工
場
　
埼
玉
県
浦
和
骨
頂
山

神
山
二
七
一

四
、
主
た
る
業
務
　
石
鮒
、
パ
ッ
キ
ン

ク
、
薬
造
販
売

（
取
扱
品
目
）
ハ
ル
フ
用
ハ
ッ
キ
ン
グ

両
独
椴
用
リ
ス
ケ
ン
ト

五
、
七
度
取
引
先
　
‖
杢
′
ス
ヘ
ス
ト

（
珠
）
占
、
汗
ハ
生
フ
（
裸
）
未
申
技

研
工
芸
（
榛
）

（
取
引
塞
け
）
言
義
行
、
住
文
中
（

行
∵
－
和
飯
石

六
、
蝶
集
従
業
員
寅

男
　
十
名

女
　
手
名

（
型
座
の
上
道
誉
）

巳
、
給
与
そ
の
他
（
面
詰
の
上
決
定
）

個
、
応
買
諸
は
九
月
十
四
日
以
陣
工

場
（
造
買
同
大
芋
虫
牛
津
商
銀
折
尾

－
中
山
両
方
線
虫
生
江
バ
ス
停
下
草

南
方
五
分
）
に
お
い
で
い
た
だ
け
れ

ば
通
算
思
策
説
明
及
び
応
出
発
の
面

詰
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
本
人
の
澄

歴
、
家
族
の
状
況
、
趣
味
等
を
記
載

し
た
出
面
（
履
歴
書
）
を
出
来
れ
ば

持
零
下
さ
い
。


